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(54)【発明の名称】 超音波画像診断装置

(57)【要約】
【課題】  検査内容に応じた検査機能の選択を効率よく
行うことができ、また、良好な操作性を備えた超音波画
像診断装置を提供する。
【解決手段】  ＴＣＳコントロールユニット１０にて操
作卓９に表示されるＴＣＳメニュー表示の内容を、操作
者が入力した検査内容に基づいて選択して必要な検査機
能のみを表示する。ネットワーク接続ポート１１を備
え、離れたたとえば病院受付などに設置された端末入力
装置１３から検査項目を入力し、これに基づいて必要な
検査機能のみをＴＣＳメニューに表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波を送受波して医療情報を得るため
の複数の検査機能を備える超音波画像診断装置におい
て、
前記医療情報を得るための検査項目の入力が可能な入力
手段と、
複数の前記検査機能のうちから前記入力手段による入力
に対応する検査機能を選択する選択手段と、
前記選択手段が選択した前記検査機能を表示する表示手
段とを備えることを特徴とする超音波画像診断装置。
【請求項２】  前記入力手段はネットワークを介して接
続された入力端末を備え、この入力端末から前記検査項
目の入力が可能なことを特徴とする請求項１に記載の超
音波画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波画像診断装置
に関し、特には検査機能を備えた超音波画像診断装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来において、被検体である患者体内組
織における関心領域の診察をする画像情報を得るため
に、その侵襲性の低さと操作の容易さから超音波画像診
断装置が広く用いられている。これらの超音波画像診断
装置に対しては、操作者である医師や臨床検査技師など
からは更なる利便性および操作性の向上が求められてい
る。
【０００３】これらの要求に対して、従来の超音波画像
診断装置においては様々な技術が適用されてきた。特に
近年における超音波画像診断装置の急速な普及に伴い、
医療現場において超音波画像診断が日常的に用いられる
ようになっている。特に超音波ドプラ計測法による血流
情報に基づいた診断手法は、ドプラ計測機能を備えた超
音波画像診断装置の普及に伴って急速に広まっている。
【０００４】また、このような超音波ドプラ計測法によ
る診断手法のひとつに、診断部位のＢモード像を表示し
て、このＢモードによる超音波断層画像上にて計測した
い位置を指定し、この指定した位置での心拍出量を計測
する計測機能がある。
【０００５】この計測機能は所謂超音波エコー検査の一
つとして行われ、たとえば超音波画像診断装置の操作卓
に備わるＴＣＳ（Ｔｏｕｃｈ  Ｃｏｍｍａｎｄ  Ｓｃｒ
ｅｅｎ）の表示パネルを介して検査機能の選択が行われ
る。このＴＣＳには検査機能をメニューとして操作者が
選択可能に表示しており、ＴＣＳメニューと呼ぶ。表示
されたＴＣＳメニューのうち所望する検査機能の名称を
操作者が指で触ると、その接触を電気的に検知して検査
機能の選択が実行される。
【０００６】図５には超音波画像診断装置に備わるＴＣ
Ｓメニュー表示の一つの例を示しており、図５（ａ）は
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ＴＣＳメニュー画面１８のうちＬＶ機能（Ｌｅｆｔ  Ｖ
ｅｎｔｒｉｃｕｌａｒ  ｂｒａｎｃｈの検査機能）１７
を選択するためのＴＣＳメニュー表示である。ここでＬ
Ｖ機能１７を選択するには、ＬＶと表示されたＴＣＳメ
ニューを指で触れることにより電気的に機能選択が検知
され、この検知により図５（ｂ）に示すＴＣＳメニュー
画面１８に切り換わる。この画面にはＬＶ機能１７に関
係する細かな計測機能や関連する検査機能がメニュー表
示されている。このメニュー表示の項目設定は、初期設
定として予め登録されて固定されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
技術においては以下のような解決すべき課題が存在して
いる。
【０００８】ＴＣＳメニューの検査機能の項目表示が固
定で初期設定されているため、例えばＬＶ機能１７を選
択したとしても、その選択した検査機能においてそれ程
必要でない機能メニューまで表示され、結果としてＴＣ
Ｓメニュー表示が複雑になり、ＴＣＳメニュー表示の切
り替えの画面枚数が増えてしまう。
【０００９】また、操作者によるＴＣＳメニューの任意
登録という機能はあるものの、超音波エコー検査に訪れ
る患者の各個人の全てを網羅する検査機能の組み合わせ
をＴＣＳメニューに表示しようとすると、選択可能な検
査項目の数が多くなり見た目が煩雑になるばかりでなく
場合によっては一枚のＴＣＳメニュー画面に収まりきら
ないという状況もあった。
【００１０】また、今後の技術的な進歩に伴い更なる高
性能で多機能な超音波画像診断装置が出現することは必
至であり、これに伴いさらに検査機能の項目増加が見込
まれる。ＳＷが増える状況にありＴＣＳメニュー操作が
さらに煩雑になることが予測される。
【００１１】本発明はこれらの課題に鑑み、検査内容に
応じた検査機能の選択を効率よく行うことができ、ま
た、良好な操作性を備えた超音波画像診断装置を提供す
ることを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に請求項１に記載の本発明によれば、超音波を送受波し
て医療情報を得るための複数の検査機能を備える超音波
画像診断装置において、前記医療情報を得るための検査
項目の入力が可能な入力手段と、複数の前記検査機能の
うちから前記入力手段による入力に対応する検査機能を
選択する選択手段と、前記選択手段が選択した前記検査
機能を表示する表示手段とを備えることを特徴とする超
音波画像診断装置をもって解決手段とする。
【００１３】また、請求項２に記載の本発明によれば、
前記入力手段はネットワークを介して接続された入力端
末を備え、この入力端末から前記検査項目の入力が可能
なことを特徴とする請求項１に記載の超音波画像診断装
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置をもって解決手段とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】図１は、本発明の実施の形態によ
る超音波画像診断装置の構成を説明するための概略図を
示している。この超音波画像診断装置の構成は、超音波
を被検体である患者に送受波して音響情報を得る超音波
探触子１と、この超音波探触子１に駆動信号を与えるこ
とにより超音波を送信させ、また超音波エコーを受信し
てドプラ変移信号などの信号検出をも行う送受波回路２
と、設定された観察条件などに基づいて受信信号による
受信データにズームなどのハード処理をするＤＳＣ回路
３と、ＤＳＣ回路３より画像を収集する画像収集回路５
と、画像収集回路５にて収集された画像を記憶するため
の収集画像記録メモリ６と、収集した画像を取り出して
表示する記録画像表示回路７と、ＤＳＣ回路３と記録画
像表示回路７から出力される画像信号を切り替えてモニ
タ８に出力するための出力信号切り替え回路４と、ＴＣ
Ｓメニュー表示手段を備えスイッチ操作により指令信号
の入力が可能な操作卓９と、ＴＣＳメニュー表示を制御
するＴＣＳコントロールユニット１０と、ネットワーク
に接続するためのネットワーク接続ポート１１とからな
る。
【００１５】また、ネットワーク接続ポート１１にネッ
トワークを介して接続される端末入力装置１３と、この
端末入力装置１３をネットワークに接続するネットワー
ク接続ポート１２が本発明の実施の形態の超音波画像診
断装置に組み合わされている。
【００１６】図２に示すのはモニタ８あるいは端末入力
装置１３にて表示される検査項目の入力画面の表示例で
ある。この受付入力画面１４は、たとえば病院などの受
け付けに設置された端末入力装置１３のモニタ画面に表
示させる。この端末入力装置１３は一般のパーソナルコ
ンピュータを用いることができる。また、モニタ８に表
示させて操作卓５から必要事項の入力操作をしても良
い。この受付入力画面１４は患者ＩＤ１５を入力する欄
が設けられており、ここに患者を識別するためのＩＤ番
号などが入力される。この入力されたＩＤ番号により検
査項目と患者との１対１対応がつく。
【００１７】つぎに、診療領域メニュー１６に対して患
者に行う予定の検査項目を入力する。この検査項目の入
力は、端末入力装置１３の備えるキーボードやマウスな
どの入力装置にて行われる。この図２の診療領域メニュ
ー１６では「産科領域（ＯＢ：Ｏｂｓｔｅｔｒｉｃ
ｓ）」にて胎児発育計測の「妊娠中期から後期（２ｎｄ
－３ｎｄ  ｔｒｉｍｅｓｔｅｒ）」の検査項目、および
「ドップラ計測（Ｄｏｐｐｌｅｒ）」が選択された例で
ある。このようにして、検査受付時にどのような検査を
行うかの項目が登録される。検査の内容は他に例えば
「循環器（Ｃａｒｄｉａｃ）」、「腹部（Ａｂｄｏｍｉ
ｎａｌ）」、「産科（ｏｂｓｔｅｒｔｒｉｃｓ）」とい
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った分野毎、あるいは「左心室（ＬＶ：Ｌｅｆｔ  Ｖｅ
ｎｔｒｉｃｌｅ）」、「肝臓（ｌｉｖｅｒ）」といった
部位毎の登録が行われる。
【００１８】こうして入力された検査項目は、ネットワ
ーク接続ポート１２によりネットワークを介して超音波
画像診断装置の備えるネットワーク接続ポート１１に入
力される。この入力を受けてネットワーク接続ポート１
１はＴＣＳコントロールユニット１０に検査項目を送
る。こうして検査前に検査項目の内容を超音波画像診断
装置に予め取り込むことができる。なお検査内容の検査
項目の入力は超音波診断装置上で行っても良く、その場
合は操作卓９にて入力が行われ図２に示す受付入力画面
１４はモニタ８に表示される。
【００１９】こうして検査の前に予め検査項目が入力さ
れ、この入力された項目に従ってＴＣＳコントロールユ
ニット１０にてその検査項目に対応する検査機能が選択
される。この選択はあらかじめ記憶されている多くの種
類の検査機能の中から、入力された検査項目において用
いられる頻度の高い検査機能のみが選択される。この選
択基準の一つとなる頻度は設計の意図により決定されて
入力されている。
【００２０】操作者が操作卓９にて検査しようとする患
者のＩＤを入力すると、ＴＣＳメニュー表示は図３に示
すようなＴＣＳメニュー画面１９となる。このＴＣＳメ
ニュー画面１９は検査の内容に応じて不必要なＴＣＳメ
ニュー表示を非表示とする。このＴＣＳメニュー表示
は、それ自身が接触検知による電気的な操作入力ＳＷと
なっている。ＴＣＳメニューの表示内容が変われば、そ
れに対応して操作入力ＳＷの位置も変わる。こうして非
表示にされる操作入力ＳＷは、例えば産科（ＯＢ）にて
胎児発育計測等の検査を行うのであれば循環器に関連し
たＴＣＳメニュー表示、つまりはそれに対応する操作入
力ＳＷを非表示にする。
【００２１】また、図４に示すＴＣＳメニュー画面２０
では、検査内容として胎児発育計測の「妊娠初期（１ｓ
ｔ  ｔｒｉｍｅｓｔｅｒ）」の検査および心機能の検査
を同時に選択した場合に、その検査に必要な操作入力Ｓ
Ｗを纏めて表示している。この表示では、循環器の検査
の中で行われる左室機能計測、流速計測、弁口面積計
測、流量計測等の操作入力ＳＷをＴＣＳメニュー上に表
示する。その際、たとえば病院毎に行う計測が決まって
いればその項目を登録し、表示する項目のカスタマイズ
も可能である。
【００２２】以上説明した本発明の実施の形態によれ
ば、病院などの検査受付時に入力された検査内容をネッ
トワーク等を介して取得し、その患者の検査項目にあっ
た検査機能選択ＳＷのみを初期設定値で表示するように
し、ＴＣＳメニュー上のＳＷの数の削減ができ、あるい
は必要なＳＷを一つのメニューに集めることによりメニ
ュー切り替え操作回数の削減をすることができる。
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【００２３】また、検査受付時に入力された検査項目以
外の項目についてはＴＣＳメニューの切り替え操作によ
り行えるようにできる。
【００２４】また、指定された検査に必要のないＳＷを
削除することにより一つのＴＣＳメニューに表示するＳ
Ｗの数を削減でき、シンプルで判りやすいＴＣＳメニュ
ー表示とすることができる。
【００２５】また、指定された検査に必要なＳＷを一つ
のＴＣＳメニューに集めて表示することで、必要な検査
項目が一画面のＴＣＳメニューで確認でき、またＴＣＳ
メニューを切り替える手間を省くこともできる。
【００２６】なお、以上説明した実施の形態は、本発明
の理解を容易にするために記載されたものであって、本
発明を限定するために記載されたものではない。したが
って、上記の実施の形態に開示された各要素は、本発明
の技術的範囲に属する全ての設計変更や均等物をも含む
趣旨である。
【００２７】
【発明の効果】本発明によれば、検査内容に応じた検査
機能の選択を効率よく行うことができ、また、良好な操*
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*作性を備えた超音波画像診断装置を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
の構成を説明するための概略図を示す。
【図２】本発明の実施の形態による検査項目の入力画面
の一つの例を示す。
【図３】本発明の実施の形態によるＴＣＳメニュー表示
の一つの例を示す。
【図４】本発明の実施の形態によるＴＣＳメニュー表示
の一つの例を示す。
【図５】従来のＴＣＳメニュー表示を説明するための図
であり、図５（ａ）はＬＶ機能選択画面であり、図５
（ｂ）はＬＶ機能の選択後の画面表示を示す。
【符号の説明】
１…超音波探触子、２…送受信回路、３…ＤＳＣ回路、
４…出力信号切り替え回路、５…画像収集回路、６…収
集画像記録メモリ、７…記録画像表示回路、８…モニ
タ、９…操作卓、１０…ＴＣＳコントロールユニット、
１１…ネットワーク接続ポート、１３…端末入力装置

【図１】

【図３】 【図４】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种超声波仪器，其能够有效地选择检查功能以响
应检查内容并具有良好的可操作性。解决方案：基于操作员输入的检查
内容选择要由TCS控制单元10在操作员控制台9上显示的TCS菜单显示的
内容，并且仅显示必要的检查功能。超声波仪器包括网络连接端口11.因
此，检查项目从安装在单独的，例如医院接收等中的终端输入单元13输
入。只有必要的检查功能才会根据输入项目显示在TCS菜单上。
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